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大
分
県
の
神
楽
の
系
統
に
つ
い
て

小
　
玉
　
洋
　
美

第
一
項　

は
じ
め
に

　

明
治
初
年
の
太
政
官
政
治
は
、
復
古
神
道
を
中
心
に
民
衆
の
教

化
を
策
し
、
神
仏
判
然
令
を
始
め
大
教
宣
布
を
経
て
、
明
治
五
年

（
一
八
七
二
）、
神
祇
省
か
ら
教
部
省
に
名
称
を
変
え
て
神
道
を
中
心
に

し
た
国
民
教
化
を
推
進
す
る
。
社
格
を
制
定
し
、
神
職
の
地
位
向
上
を

企
て
た
。
明
治
八
年
の
「
神
祇
祭
式
布
達
」
に
よ
る
祭
祀
方
式
の
統
制

も
そ
の
一
環
で
あ
る
。

　

一
方
で
は
富
国
強
兵
・
殖
産
興
業
な
ど
の
欧
化
政
策
の
推
進
は
、
文

明
開
化
の
風
潮
を
生
み
、
神
道
の
国
教
化
を
抑
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

し
か
し
日
清
・
日
露
戦
争
を
挟
ん
で
「
神
社
の
統
合
」
と
国
や
市
町
村

の
「
神
饌
弊
帛
料
の
寄
進
」
な
ど
財
政
基
盤
の
強
化
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。

　

本
稿
の
目
的
と
す
る
神
楽
講
・
神
楽
社
の
変
遷
も
ま
た
国
の
神
道
政

策
と
無
関
係
で
は
あ
り
得
ず
、
江
戸
時
代
以
来
の
数
社
以
上
の
神
職
・

社
家
に
よ
る
神
楽
講
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
時
期
は
、

県
に
よ
っ
て
一
定
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
朝
廷
の
御み
か
ぐ
ら

神
楽
を
神
官

が
舞
う
の
を
禁
止
し
た
の
に
準
じ
て
、
県
に
よ
っ
て
は
厳
し
く
従
来
の

神
職
に
よ
る
神
楽
舞
い
を
禁
じ
た
り
、
神
話
劇
風
の
岩
戸
神
楽
を
禁
じ

た
り
も
し
て
い
る
。
小
泊
立
矢
氏
の
教
示
に
よ
る
と
、
宇
佐
郡
の
神
職

が
神
楽
を
舞
う
こ
と
の
是
非
に
つ
い
て
伺
い
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
小
倉

県
は
不
可
、福
岡
県
は
可
、大
分
県
は
調
査
の
上
と
答
え
て
い
る
。
も
っ

と
も
、
豊
前
国
八
郡
か
ら
下
毛
・
宇
佐
の
二
郡
が
大
分
県
に
編
入
さ
れ

た
の
は
、
明
治
九
年
八
月
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
は
福
岡
県
（
明
治
九
年

四
月
よ
り
）、
小
倉
県
（
明
治
四
年
十
一
月
よ
り
）
に
属
し
て
い
た
。

　

さ
て
、
現
在
に
伝
わ
る
県
内
の
神
楽
社
の
成
立
は
、
県
北
地
域
で
は

明
治
十
年
以
降
と
い
わ
れ
て
い
る
組
が
多
い
が
、
県
の
中
部
以
南
の
神

楽
社
で
は
、
明
治
五
年
前
後
に
伝
授
さ
れ
た
と
言
い
伝
え
て
い
る
組
も

あ
る
。
し
か
し
、
神
楽
伝
書
の
奥
書
の
筆
跡
な
ど
か
ら
判
断
す
る
と
、

民
間
の
神
楽
社
結
成
の
時
期
は
遅
く
な
る
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
直

入
郡
の
久
住
神
社
に
付
属
の
杉
小
野
の
弊
神
楽
は
村
々
よ
り
依
頼
を
受

け
る
が
、
従
来
の
巫み

こ

神
楽
を
続
け
て
よ
い
か
と
県
に
照
会
し
て
い
る
。

こ
れ
は
明
治
二
十
四
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
従
来
の
俚

楽
を
続
け
て
良
い
か
。
ま
た
は
複
興
し
て
良
い
か
等
の
県
へ
の
伺
い
書

が
増
え
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
同
年
七
月
六
日
付
け
内
務
省
訓

令
第
十
二
号
の
「
府
県
郷
村
社
神
官
奉
務
規
則
」
第
二
条
に
「
神
官
ハ
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祭
祀
ノ
典
則
旧
来
ノ
儀
式
ヲ
遵
守
シ
決
テ
紛
乱
ス
へ
カ
ラ
ス
、
其
社
ノ

例
祭
民
俗
因
習
ノ
神
賑
等
ハ
適
宜
行
フ
コ
ト
ヲ
得
」
を
受
け
て
、
付
属

の
神
楽
社
を
持
つ
神
官
か
ら
問
い
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
こ
の
三
年
後
に
起
き
た
日
清
戦
争
を
契
機
に
し
て
国
家
主
義
が
高

揚
し
、
神
楽
も
盛
ん
と
な
っ
て
神
楽
社
が
増
加
し
た
。
し
か
し
、
昭
和

十
五
年
の
皇
紀
二
千
六
〇
〇
年
を
ピ
ー
ク
と
し
て
今
次
の
大
戦
を
挟
ん

で
神
楽
社
が
減
少
し
た
。
ふ
る
さ
と
振
興
の
波
に
乗
っ
て
県
内
の
神
楽

社
も
活
気
を
取
り
戻
し
た
が
、
後
継
者
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

第
二
項　

県
内
の
神
楽
の
分
類
と
分
布

　

県
内
の
神
楽
の
系
統
を
論
ず
る
と
き
、
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は

神
楽
の
分
類
と
同
系
統
の
神
楽
の
分
布
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、染
矢
多
喜
男
氏
は
『
大
分
の
神
楽
』（
双
林
社
・

一
九
九
八
）
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

県
内
の
神
楽
は
大
別
す
れ
ば
採
り
物
神
楽
と
岩
戸
神
楽
で
あ

る
。
前
者
は
面
を
着
け
な
い
直ひ

た

面め
ん

で
、
扇
・
鈴
・
御
幣
な
ど
の
採

り
物
だ
け
で
舞
う
神
楽
で
、
旧
臼
杵
領
か
ら
三
重
町
に
か
け
て
の

宮
流
神
楽
と
、
旧
佐
伯
領
で
あ
る
佐
伯
市
・
南
海
部
郡
の
佐
伯
神

楽
が
あ
る
。（
中
略
）
岩
戸
神
楽
は
配
役
ご
と
に
面
・
衣
装
を
異

に
す
る
演
劇
的
な
神
楽
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
豊
前
系
、
国
東
系
、

日
向
系
、
大
野
系
、
直
入
系
な
ど
が
あ
る
。

　

豊
前
系
は
豊
前
即
ち
県
北
地
方
に
分
布
す
る
。
国
東
系
は
西
国

東
郡
・
東
国
東
部
・
杵
築
市
・
速
見
郡
に
分
布
す
る
。
日
向
系
は
、

玖
珠
郡
と
南
海
部
郡
の
蒲
江
町
丸
市
尾
に
あ
る
。（
中
略
）
大
野

系
は
東
は
大
分
市
・
大
分
郡
、
西
は
大
野
郡
に
隣
接
す
る
竹
田
市
・

直
入
郡
か
ら
県
境
を
越
え
て
熊
本
県
阿
蘇
地
方
ま
で
、
北
は
九
重

町
飯
田
高
原
や
日
田
郡
上
津
江
村
豆
生
野
、
南
は
南
海
部
郡
宇
目

町
や
蒲
江
町
葛
原
浦
ま
で
分
布
し
て
い
る
。
直
入
系
は
竹
田
市
次

倉
の
宮
砥
神
楽
で
あ
る
。

　

右
の
う
ち
で
最
大
の
分
布
圏
を
占
め
る
大
野
系
の
岩
戸
神
楽
は
御
嶽

流
・
深
山
流
・
浅
草
流
の
三
流
派
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
明
治
三
十
九

年
に
大
野
郡
楽
員
会
が
結
成
さ
れ
て
か
ら
一
本
化
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
演
目
と
衣
装
、
舞
い
方
に
は
江
戸
時
代
以
来
の
各
流
派

の
特
色
が
残
っ
て
い
る
。
一
方
、
日
向
系
の
神
楽
は
県
内
に
は
二
社
の

み
で
あ
る
が
、
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
に
高
千
穂
か
ら
伝
わ
っ
た
玖

珠
神
楽
は
郡
内
の
二
十
一
社
で
順
番
に
奉
納
さ
れ
て
い
た
記
録
が
あ

る
。
明
治
以
降
興
亡
を
繰
り
返
し
、
昭
和
二
十
五
年
に
復
興
し
た
玖
珠

神
社
が
存
続
し
て
い
る
。
他
の
一
社
は
佐
伯
市
蒲
江
の
丸
市
尾
浦
の
富

尾
神
社
付
属
の
丸
市
尾
神
楽
で
、
宮
司
の
塩
月
家
に
伝
わ
る
「
岩
戸
神

楽
願
文
事
」
に
は
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
と
あ
り
、
こ
の
頃
日
向
国
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三
河
内
村
北
川
（
現
北
川
町
）
か
ら
伝
習
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
神
楽
は
蒲
江
の
森
崎
に
も
伝
わ
っ
て
い
る
。同
町
内
の
竹
野
浦
神
楽
・

楠
本
神
楽
・
王
子
神
楽
・
河
内
神
楽
・
西
野
浦
神
楽
な
ど
は
、
佐
伯
神

楽
と
同
じ
で
あ
る
が
、
宮
崎
県
延
岡
市
の
大
野
神
楽
・
尾
崎
神
楽
な
ど

に
も
近
似
し
て
い
る
。
蒲
江
町
内
で
唯
一
の
御
嶽
神
楽
で
あ
る
葛
か
ず
ら

原は
ら

神
楽
は
、
明
治
二
十
年
代
に
清
川
村
の
御
嶽
神
楽
社
か
ら
伝
授
さ
れ
て

い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
蒲
江
に
は
三
系
統
の
神
楽
が
分
布
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
リ
ア
ス
式
海
岸
の
浦
々
に
集
落
が
発
達
し
て

い
る
地
理
的
事
情
も
あ
ろ
う
が
、
佐
伯
藩
領
で
あ
っ
た
歴
史
的
事
情
に

よ
る
と
お
も
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
神
事
色
の
濃
い
儀
式
的
な
採
り
物
神

楽
で
あ
る
佐
伯
神
楽
に
較
べ
る
と
、
娯
楽
色
の
強
い
御
嶽
流
の
岩
戸
神

楽
を
葛
原
浦
が
清
川
の
宮
迫
組
か
ら
傅
習
し
た
の
に
は
、
お
手
本
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
御
嶽
流
緒
方
神
楽
社
の
人
々
が
正
月
七
日
過
ぎ
か

ら
一
月
ば
か
り
佐
伯
地
方
に
出
か
け
て
家
祈
祷
を
し
て
回
っ
て
い
た
。

囃
し
方
は
戸
外
に
座
り
、
神
楽
は
座
敷
で
舞
う
「
網
伐
」「
柴
引
」
な

ど
を
舞
う
こ
と
が
多
く
、「
岩
戸
開
き
」
と
「
八
雲
払
い
」
は
同
じ
地

区
で
は
一
回
し
か
舞
わ
な
か
っ
た
と
い
う
。
と
も
あ
れ
、
佐
伯
地
域
で

毎
年
見
ら
れ
て
い
た
御
嶽
神
楽
が
葛
原
浦
に
根
を
下
ろ
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

　

や
は
り
、
祭
礼
の
神
賑
わ
し
に
は
御
巌
流
の
よ
う
な
岩
戸
神
楽
が
喜

ば
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
前
述
の
大
野
系
の
三
流
派
が
分
布
圏

を
広
げ
た
経
緯
を
検
証
す
る
作
業
が
必
要
と
な
る
が
、
こ
こ
で
は
深
山

流
岩
戸
神
楽
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。
深
山
流
は
豊
後
大
野
市
朝
地
町

の
旧
県
社
深
山
八
幡
社
で
組
み
立
て
ら
れ
た
神
楽
で
あ
る
。
同
社
の
境

内
の
記
念
碑
に
よ
る
と
、
神
主
の
石
川
親
永
が
岡
藩
の
神
主
の
触ふ
れ

頭
が
し
ら

日
野
淡
路
の
命
を
受
け
て
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
に
直
入
郡
仏ほ
と
け

原
の
は
る

村
の
宮み
や

処こ

野の

神
社
と
同
郡
長
湯
村
の
籾
山
八
幡
社
に
、
ま
た
明
治
元
年

（
一
八
六
八
）
に
同
郡
拝は
い

田た

原ば
る

村
の
扇
お
う
ぎ

森も
り

稲
荷
神
社
に
神
楽
を
伝
授
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
神
社
か
ら
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
に
大
分

郡
端は
た

登の
ぼ
り

村
（
現
大
分
市
）
の
五
社
明
神
社
（
伊い

与よ

床ど
こ

神
楽
）、
同
十
五

年
（
一
八
八
二
）
に
直
入
郡
阿
蘇
野
村
（
現
由
布
市
）
の
阿
蘇
野
社
・

岩
上
社
、同
十
六
年（
一
八
八
三
）に
北
海
部
郡
木き

佐さ

上が
み

村（
現
大
分
市
）

の
岩
上
社
、
同
十
八
年
（
一
八
八
五
）
に
直
入
郡
下
竹
田
村
（
現
竹
田

市
）
原
口
神
社
、
同
三
十
年
（
一
八
九
七
）
に
同
村
の
杵
築
社
に
神
楽

を
伝
え
て
い
る
。『
直
入
郡
誌
』
に
よ
る
と
、同
町
の
二ふ
た

又ま
た

神
楽
組
（
天

祖
神
社
俚
楽
社
）
は
、
明
治
十
八
年
に
深
山
神
楽
の
講
習
を
受
け
て
同

二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
に
「
神
楽
傳
書
」
を
受
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、

由
布
市
の
庄
内
町
に
伝
わ
っ
て
い
る
十
一
の
神
楽
座
の
う
ち
、
阿
蘇
野

と
中
臣
の
二
社
は
深
山
流
で
あ
る
（
他
の
九
座
は
浅
草
流
）。

　

旧
直
入
郡
神
楽
社
が
深
山
流
を
受
容
し
た
の
は
、
先
に
記
し
た
久
住
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神
社
の
よ
う
に
「
従
来
の
神
楽
」
で
あ
る
採
り
物
神
楽
に
満
足
し
な
く

な
っ
た
氏
子
の
意
向
を
汲
ん
だ
結
果
と
言
え
よ
う
。

　

染
矢
多
喜
男
の
『
大
分
の
神
楽
』（
前
掲
）
に
よ
れ
ば
、「
直
入
郡
の

神
楽
は
採
り
物
神
楽
で
あ
っ
た
た
め
、
大
野
系
岩
戸
神
楽
に
席
巻
さ
れ

て
姿
を
消
し
、
大
野
糸
岩
戸
神
楽
の
影
響
を
か
な
り
受
け
た
宮
砥
神
楽

の
み
が
残
っ
た
」
と
い
う
。
そ
し
て
、文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
の
「
御

神
楽
番
数
並
び
に
支
度
附
書
上
帳
」
と
現
行
の
十
七
番
の
演
目
を
比
較

し
、
平
手
な
ど
十
番
の
神
楽
が
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
、
演
目
の
平
手

は
享
保
三
年
（
一
七
一
九
）
の
「
四
社
年
中
行
事
次
第
」
に
見
え
る
採

り
物
神
楽
と
指
摘
し
て
い
る
。
四
社
と
は
宮み
や

砥ど

八
幡
・
拇う
ば

岳た
け

上
宮
・
下

宮
・
緩ゆ

る

木き

権
現
の
こ
と
で
神
主
は
相
馬
氏
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
に
結
成
さ
れ
た
大
野
郡

楽
員
会
に
、
採
り
物
神
楽
で
あ
る
宮
流
の
下
藤
組
・
上
田
原
組
・
牟
礼

組
・
本
城
組
・
川
辺
組
が
属
し
て
い
る
。
下
藤
組
は
臼
杵
市
野
津
町
、

他
の
四
組
は
豊
後
大
野
市
三
重
町
に
属
し
て
い
る
が
、
も
と
は
臼
杵
藩

領
で
あ
っ
た
か
ら
、臼
杵
市
の
紙
園
宮
（
八
坂
神
社
）
付
属
の
宮
流
（
大

野
楽
員
会
の
呼
称
と
言
う
）
で
あ
る
。『
大
分
の
神
楽
』
に
「
安
永
八

年
（
一
七
七
九
）
か
ら
安
政
四
年
（
一
八
七
五
）
ま
で
約
八
十
年
間
、

臼
杵
領
の
十
九
社
二
十
家
の
神
主
が
、
湯
立
神
楽
を
奉
納
し
た
記
録
」

を
紹
介
し
、
続
け
て
「
湯
立
ば
か
り
で
は
な
く
、
返
ば
い
神
楽
な
ど
七

番
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
紙
園
宮
の
神
楽
は
広
く
臼
杵
領
に
分
布

し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
」
と
記
し
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
臼
杵

藩
の
飛
び
地
は
大
野
川
の
下
流
の
大
分
市
東
部
に
も
存
在
し
て
い
た
の

で
、毛
井
八
幡
社
や
高
尾
大
明
神
な
ど
七
社
の
神
主
が
加
入
し
て
い
た
。

し
か
し
、
弊
神
楽
の
宮
流
の
み
が
伝
わ
っ
て
い
る
神
楽
社
は
な
い
。

　

津
久
見
市
堅
浦
に
宮
流
（
三
輪
流
）
が
伝
わ
っ
た
の
は
、
明
治

二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
で
羽
追
神
社
に
臼
杵
の
井
村
の
三
嶋
神
社
か

ら
伝
わ
っ
て
い
る
。
現
在
は
少
年
が
中
心
の
神
楽
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
か
ら
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）

ま
で
、
臼
杵
市
末
広
に
大
野
系
の
浅
草
流
岩
戸
神
楽
が
あ
っ
た
こ
と
を

特
筆
し
た
い
。
明
治
八
年
に
伝
授
を
受
け
た
の
は
犬
山
神
楽
で
、
同

二
十
一
年
（
一
八
八
八
）、
同
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）、
昭
和
五
年

（
一
九
三
〇
）
に
も
教
え
を
受
け
て
い
る
。『
臼
杵
市
史
・
下
巻
』（
臼

杵
市
・
平
成
四
年
）
に
よ
る
と
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
に
「
豊
後

岩
戸
神
楽
ノ
栞
」
が
上
津
神
社
楽
員
長
か
ら
末
広
神
社
楽
員
長
に
与
え

ら
れ
て
い
る
。又
、「
各
地
神
楽
執
行
番
付
」に
は
昭
和
八
年（
一
九
三
三
）

か
ら
同
三
十
五
年
ま
で
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
大
分
市
吉
野
の
馬

メ
神
社
や
津
久
見
市
青
江
・
吉
小
野
の
神
社
に
も
奉
納
し
て
い
た
が
、

昭
和
三
十
五
年
の
佐
志
生
で
の
奉
納
を
最
後
に
断
絶
し
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
現
在
の
分
布
で
は
、
岩
戸
神
楽
は
存
在
し
な
く
な
っ
て
い
る
の
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で
あ
る
。

第
三
項　

国
東
系
神
楽
の
検
討

　

次
に
、
国
東
系
神
楽
の
分
布
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
国
東

半
島
は
両
子
山
系
を
中
心
に
放
射
線
状
に
発
達
し
た
谷
に
沿
っ
て
集
落

が
営
ま
れ
、
川
口
部
に
港
町
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
古
代
以
降
六
郷
か

ら
成
り
、
宇
佐
八
幡
の
荘
園
が
発
展
し
て
い
た
。
中
世
に
は
大
友
氏
の

浦
部
水
軍
の
根
拠
地
と
な
っ
た
が
、
六
郷
山
寺
院
の
活
動
の
支
柱
は
宇

佐
八
幡
信
仰
で
あ
っ
た
。
近
世
に
入
り
半
島
の
東
部
は
杵
築
藩
、
西
部

は
延
岡
藩
と
島
原
藩
の
飛
び
地
、
南
部
は
日
出
藩
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
地
理
約
・
歴
史
的
な
背
景
を
持
つ
国
東
半
島
の
神
楽
を
国
東

系
と
し
て
ま
と
め
て
良
い
の
だ
ろ
う
か
。
疑
問
を
抱
き
な
が
ら
検
証
し

て
み
た
。

　

現
在
、
存
続
し
て
い
る
神
楽
社
を
列
挙
す
る
と
、
豊
後
高
田
市
真
玉

町
の
有
寺
神
楽
、
同
市
香
々
地
町
の
夷

え
び
す

里
神
楽
、
東
国
東
郡
国
見
町

の
武た
け

多た

都づ

神
楽
、
同
町
伊
美
の
別
宮
八
幡
社
神
舞
（
神
楽
）、
国
東
町

の
国
東
神
楽
、
武
蔵
町
の
手
野
神
楽
、
安
岐
町
の
富
永
神
楽
、
杵
築
市

大
田
の
俣
水
神
楽
、
同
市
熊
野
の
年
田
神
楽
、
同
市
山
香
町
の
山
香
神

楽
、
速
見
郡
目
出
町
の
津
島
神
楽
、
同
町
成
行
の
目
出
神
楽
な
ど
で
あ

る
。
各
神
楽
社
の
超
源
と
沿
革
に
つ
い
て
は
、
伝
聞
が
多
く
て
、
資
料

に
乏
し
い
が
、
上
記
神
楽
社
の
中
で
最
も
古
い
の
は
、
津
島
神
楽
で
、

慶
長
六
年
に
神
楽
十
二
番
を
奉
納
し
て
い
る
。演
目
は
不
明
で
あ
る
が
、

番
数
か
ら
当
社
中
で
言
う
里
神
楽
で
あ
ろ
う
。
岩
戸
神
楽
が
ど
こ
か
ら

伝
わ
り
何
時
か
ら
舞
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
別

府
市
の
「
亀
川
村
庄
屋
記
録
」
の
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
の
項
に
「
神

楽
ハ
日
出
社
人
磐
戸
神
楽
相
勤
候
」
と
記
し
て
あ
る
か
ら
、
当
時
の
津

島
神
楽
社
は
「
岩
戸
神
楽
」
を
舞
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
演
目
に
つ
い

て
は
記
し
て
い
な
い
が
、
勧
請
・
白し
ら

塔と
う

・
手た

力ち
か
ら

雄お

・
須す

戔さ
の

雄お

・
牟む

良ら

雲く
も

・
四
ッ
鬼
・
八
重
垣
・
児こ

屋や

根ね

・
宇う

受づ

売め

・
戸
取
な
ど
今
日
演
じ
て

い
る
番
付
の
多
く
は
国
東
半
島
の
神
楽
と
同
じ
で
、
演
目
の
名
称
と
順

序
に
相
違
が
見
ら
れ
る
も
の
の
大
差
は
な
い
。

　

国
東
地
方
で
岩
戸
神
楽
に
関
す
る
最
古
の
記
録
は「
来く

の

浦う
ら

村
明
細
記
」

で
、
貞
亨
三
年
（
一
六
八
六
）
十
月
十
八
日
と
十
九
日
に
来
浦
八
坂
神

社
、若
宮
神
社
で
奉
納
さ
れ
て
い
る
。く
だ
っ
て
安
政
五
年（
一
八
五
八
）

の
宮
崎
家
文
書
に
「
為
日
乞
御
祈
祷　

当
社
於
牛
頭
天
王
広
前　

岩
戸

神
楽
舞
奏
之
事
」
と
題
し
た
記
録
が
あ
る
。
染
谷
多
喜
男
は
こ
れ
を
元

に
演
目
と
演
者
を
表
示
（
表
１
）
し
て
考
察
し
て
い
る
の
で
借
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
『
国
東
の
庶
民
信
仰
』（
国
東
町
教
育
委
員
会
・
昭
和
五
十
六
年
）
の

中
で
染
谷
氏
は
、
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表
一
で
注
目
し
た
い
の
は
、
神
楽
奉
納
者
が
十
名
ほ
ど
で
あ
る

の
に
、三
社
ず
つ
が
寄
り
合
っ
て
奉
納
し
て
い
る
事
で
あ
る
。（
中

略
）
表
に
見
え
る
宮
崎
石
見
正
（
来
浦
牛
頭
天
王
社
）・
宮
永
宮

大
夫
（
来
浦
若
宮
神
社
）・
宮
川
越
前
正
（
向
田
天
満
社
）・
鎌
田

近
江
（
富
来
牛
頭
天
王
社
）・
桜
本
淡
路
（
下
成
仏
天
満
社
）
は

神
主
で
あ
る
。（
中
略
）
神
主
以
外
は
名
字
を
記
し
て
い
な
い
が
、

左
内
・
内
膳
・
兵
庫
・
左
近
・
遠
江
な
ど
普
通
の
百
姓
で
は
な
さ

そ
う
な
名
前
が
多
い
。
彼
ら
は
神
主
の
一
族
か
社
人
・
法
社
で
あ

る
と
お
も
う
。

　

と
記
さ
れ
て
い
る
。し
か
し
、筆
者
は
法
社
に
関
し
て
は『
国
東
町
史
』

（
国
東
町
・
昭
和
四
十
八
年
）
の
奉
仕
者
を
採
り
た
い
。
今
日
の
社
家

と
呼
ば
れ
る
人
々
で
、
神
事
に
際
し
て
神
官
を
補
佐
し
神
楽
を
舞
っ
て

い
る
。
神
楽
師
を
メ
イ
ホ
シ
ャ
と
呼
ぶ
が
、舞
奉
仕
者
の
事
で
あ
ろ
う
。

国
東
町
域
で
は
明
治
以
降
も
、
前
記
の
社
家
が
寄
り
集
ま
っ
て
神
楽
を

奉
納
し
て
い
た
が
、
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
に
成
仏
神
楽
社
が

結
成
さ
れ
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
は
大
恩
寺
地
区
に
神
楽
を
伝

授
し
て
い
る
。し
か
し
戦
後
は
神
楽
社
の
維
持
が
困
難
に
な
っ
た
の
で
、

昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
か
ら
国
東
神
楽
社
と
改
称
し
、
楽
員
の

維
持
を
図
っ
て
い
る
。

　
『
香
々
地
町
誌
』（
香
々
地
町
・
昭
和
五
十
四
年
）
に
よ
る
と
、
夷
え
び
す

神
楽
は
二
十
三
段
か
ら
成
り
、
前
半
が
里
神
楽
、
後
半
が
岩
戸
神
楽
で

あ
る
。
史
料
の
初
見
は
安
永
六
年
（
一
七
七
〇
）
で
、
当
地
の
六
所

権
現
に
神
楽
を
奉
納
し
て
い
る
。
夷
神
楽
の
隆
盛
期
は
大
正
時
代
か

ら
昭
和
の
前
期
に
か
け
て
で
、
国
見
町
の
赤
根
神
楽
社
と
真
玉
町
の

有
寺
神
楽
社
に
伝
授
し
て
い
る
が
、
両
社
と
も
に
戦
後
は
絶
え
て
い

る
。
見
目
神
楽
は
香
々
地
の
別
宮
八
幡
社
の
神
楽
組
と
し
て
昭
和
二
年

（
一
九
二
七
）
に
結
成
さ
れ
て
い
る
が
、
堅か
た

来く

八
幡
社
付
属
の
羽
根
神

年

目演

演
技
者

御 礼
壱 番 神 楽
花 神 楽
結 開
手 草
大 神 神 楽
弊 証 男
四 津 手
御 崎
地 割
弓 之 手
岩 戸 祓
岩 戸 神 楽
白 頭
手 力 雄
素 戔 雄
八 重 垣
四 ツ 鬼
児 屋 根
戸 取
神 送
注 連 祓

安政五年
鎌
田　

近
江
○

○
○

○

○

宮
崎　

石
見
○

○

桜
木　

淡
路
○

周
平

○

○

○

藤
太

○

○
○

達
二

左
内

○

内
膳

○

○

○

兵
庫

○
○

○
○
○

○

○

○

○
○

左
近

○
○

○
○
○
○

○
○

○
○

○

善
作

○
○

○
○
○

○
○

兼
太
郎

○
○

○
○
○

○
○

○

○

遠
江

○

表１　来浦八坂社の神楽記録より
　　　（『国東の庶民信仰』〈国東町教育委員会・昭和56年より転載〉）
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楽
社
か
ら
伝
授
さ
れ
た
と
い
う
。
羽
根
神
楽
社
は
、
堅
来
八
幡
の
神
官

の
野
上
肥
後
守
が
、
明
治
十
八
年
頃
に
、
伊
勢
ま
で
習
い
に
行
っ
て
、

作
っ
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
見
目
神
楽
は
夷
神
楽
の
板

井
社
長
の
指
導
も
受
け
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
宇
佐
神
楽
系
の
岩
戸

神
楽
で
、足
の
踏
み
方
は
「
浦
安
の
舞
い
」
に
酷
似
し
て
い
る
と
い
う
。

つ
い
で
に
記
す
と
、
国
東
町
の
成
仏
神
楽
も
「
真
伝
宇
佐
流
」
と
称
し

た
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

国
見
町
の
伊
美
別
宮
八
幡
社
の
「
神
舞
い
神
事
」
は
、
山
口
県
上
関

町
の
祝
島
に
渡
っ
て
祭
り
行
事
を
す
る
、「
海
を
渡
る
祭
り
」
と
し
て

有
名
で
あ
る
。
別
宮
社
の
神
楽
に
は
岩
戸
神
楽
二
十
四
番
と
夜
戸
神
楽

十
二
番
な
ど
が
あ
る
が
、
前
者
の
演
目
は
、
他
の
国
東
系
の
神
楽
と
同

じ
で
あ
る
。
順
番
に
記
す
と
、
祓
式
・
御
礼
・
一
番
神
楽
・
花
神
楽
・

結
開
・
手
草
・
四
つ
手
・
大
神
・
神
主
・
荒
神
・
地
割
・
文
撰
・
弊
証

男
・
弓
証
男
ま
で
が
里
神
楽
（
弊
神
楽
・
採
り
物
神
楽
・
式
神
楽
）
で
、

御
祓
・
勧
請
祝
詞
・
白
頭
大
神
・
手
力
雄
・
素
戔
鳴
尊
・
八
重
垣
・
葉は

鬼お
に

・
舞
鉾
・
児
屋
根
・
戸と

取と
り

明
神
・
神
送
ま
で
の
十
一
番
が
岩
戸
神
楽

で
あ
る
。

第
四
項　

豊
前
神
楽
の
系
統
と
分
布

　

国
東
系
神
楽
で
里
神
楽
と
呼
ば
れ
て
い
る
演
目
と
、
豊
前
神
楽
の
内

の
大
分
県
側
（
中
津
市
・
宇
佐
市
）
の
式
神
楽
の
演
目
に
は
似
て
い
る

も
の
が
多
い
。
例
え
ば
、
植
野
神
楽
の
「
神
阪
神
楽
」
の
演
目
を
見
る

と
、
清き
よ

祓は
ら
い・
奉ほ
う

弊へ
い

・
大お
お

麻ぬ
さ

舞ま
い

・
壱い
ち

人に
ん

手て

房ぶ
さ

・
大お
お

汐し
お

舞ま
い

・
御み

先さ
き

・
大だ
い

神じ
ん

・

弊へ
い

証し
ょ
う

護ご

・
四
ツ
手
・
弓ゆ
み

証し
ょ
う

護ご

・
地
割
な
ど
は
文
字
が
違
っ
て
い
る
が
、

採
り
物
や
舞
い
方
に
類
似
し
た
点
が
多
い
の
で
あ
る
。
以
上
の
「
岩
戸

前
神
楽
」が
終
わ
る
と
、岩
戸
次
第
以
下
の
岩
戸
神
楽
と
な
る
。思
兼
命
・

東
方
鬼
・
南
方
鬼
・
西
方
鬼
・
北
方
鬼
・
岩い
し

凝こ
り

留ど
め
の

命み
こ
と・
玉た
ま

祖お
や

命
・
大

玉
命
・
長
白
羽
命
・
宇
須
女
命
の
神
々
が
次
々
に
登
場
し
て
舞
い
終
わ

れ
ば
退
場
す
る
。
最
後
に
手
力
男
命
が
岩
戸
を
開
い
て
終
了
す
る
。
岩

戸
神
楽
は
国
東
系
神
楽
の
方
が
演
劇
化
さ
れ
て
い
て
、
舞
い
の
動
き
が

激
し
い
。
豊
前
神
楽
で
は
東
・
南
・
西
・
北
の
四
鬼
が
次
々
に
登
場
し

て
退
場
す
る
が
、
国
東
系
で
は
四
ツ
鬼
（
羽
鬼
）
が
同
時
に
登
場
し
て

暴
れ
ま
わ
る
。
岩
戸
開
に
し
て
も
前
者
よ
り
後
者
の
方
が
舞
い
方
が
技

巧
的
で
あ
る
。
豊
前
神
楽
に
は
演
目
が
多
く
あ
り
、
こ
れ
を
「
神
阪
神

楽
」・「
年
回
神
楽
」
及
び
「
湯
立
神
楽
」
の
三
つ
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ

れ
三
十
三
番
に
編
成
し
目
的
に
応
じ
て
舞
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
本

編
の
主
題
は
神
楽
の
系
統
を
探
る
事
に
あ
る
か
ら
、
演
目
や
演
技
・
言

議
・
囃
し
な
ど
に
つ
い
て
は
省
略
し
た
い
。

　

橋
本
幸
作
は
『
豊
前
神
楽
考
』（
海
鳥
社
・
平
成
十
七
年
）
で
「
豊

前
の
神
楽
は
、
英
彦
山
と
求
菩
提
山
の
線
に
沿
い
、
旧
築
上
郡
と
旧
上
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毛
郡
を
境
に
し
て
、
豊
前
の
国
を
東
西
の
二
つ
に
区
別
し
て
い
る
」
と

記
し
て
い
る
。
そ
し
て
明
治
以
後
の
東
部
の
神
楽
を
次
の
三
つ
に
分
類

し
て
い
る
。

一　

旧
下
毛
郡
の
佐
知
の
佐
助
さ
ん
か
ら
習
っ
た
と
い
わ
れ
る
も
の

二　

中
津
の
若
簱
神
社
に
伝
わ
っ
た
植
野
神
楽
の
系
統
の
も
の

三　

国
境
、
郡
境
に
区
別
の
つ
か
な
い
も
の
や
村
の
氏
神
の
神
職
に

習
っ
た
と
い
わ
れ
る
も
の

　

そ
し
て
、「
豊
前
神
楽
の
主
な
継
承
関
係
（
社
家
神
楽
か
ら
里
神
楽

へ
の
転
換
と
系
統
）」
と
題
し
た
系
統
図
（
表
２
参
照
）
を
作
成
し
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
表
を
作
る
た
め
に
資
料
を
探
し
、
現
地
を
訪

ね
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

本
書
の
長
所
は
、
著
者
が
神
楽
師
で
あ
る
こ
と
と
、
多
く
の
豊
前
神

楽
を
観
覧
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
私
は
宇
佐
・
下
毛
の
神
楽
に
つ
い
て

は
橋
本
氏
と
同
じ
よ
う
な
調
査
・
研
究
を
試
み
て
い
る
が
、
以
下
の
記

述
は
本
書
を
参
考
に
し
て
い
る
事
を
断
っ
て
お
く
。

　

先
ず
下
毛
郡
耶
馬
渓
地
方
に
多
く
の
神
楽
社
を
作
ら
せ
、
指
導
し
た

豊前神楽の主な継承関係（社家神楽から里神楽への
転換と系統）

横山（東谷）→合馬
　└→横代（赤幡からの説も）→吉田
下崎（下崎八幡神社）→採銅所・池田
（久保・黒田・二塚も同じ系統か）
下稗田→稲童
黒田→与原
伝法寺（岩戸見神社）→赤幡・松丸・寒田
　松丸→上伊良原・下伊良原・鎧畑
　　　　　└→扇谷・下正路
　　　　　　　└→櫟原└→元永・国作
　　　　下伊良原→上野
　　　┌→小原→今井
　　　│
　赤幡├→大積・大内田・石田・津田

│
　　　│　　　　　　　　└→伊川
　　　└→道場寺・草場・有久・徳永
　　　　（豊津）・崎野・長江・南原
高橋勝正（春日神社）→三毛門・沓川→柳
下毛郡是則の神宮から→土屋→大富神社神宮→大村
　　　　　　┌→大野・戸原・樋山路
鶴市神社→佐知　　　　　　　└→山国
　　　　　　└→口の林・相原・友枝・深耶馬溪
若旗神社→植野→日岳・東屋形
　　　　　　　　　└→大門・東谷
雷神社→深秣→矢部・尾永井・時枝・麻生
　　　　　　　　　　　　　　　↓
高家神社→高家　　　　　　　北山（植野からとも）
恵良神社→十ヶ平・来鉢
　　　　　　└→並若（湯布院）

（鶴市神社から佐知へは、鶴市神社の川江賢三から、
また、松尾神社古野正種よりとの説があるが、この
両者は同一人物の可能性がある）

表２　豊前神楽の系統
（『豊前神楽考』海鳥社・平成17年より転載）



― 55 ―

神
楽
の
名
手
「
佐
知
の
佐
助
」
を
取
り
上
げ
て
伝
授
先
を
た
ど
っ
て
み

よ
う
。『
三
光
村
誌
』（
三
光
村
・
昭
和
六
十
三
年
）
に
は

　

佐
知
の
佐
助
は
本
名
広
沢
松
次
郎
、神
楽
師
名
広
沢
渡
と
い
い
、

い
ち
早
く
永
添
村
の
神
職
古
野
正
種
に
神
楽
の
伝
授
を
受
け
た
。

生
来
器
用
で
才
に
恵
ま
れ
て
い
て
、
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
に

は
、
三
十
三
神
楽
の
奥
義
を
究
め
て
渡
と
芸
名
を
授
け
ら
れ
、
佐

知
神
楽
の
創
始
者
と
な
っ
た
。

　

神
楽
師
匠
と
し
て
の
渡
は
村
内
青
年
の
同
好
者
を
集
め
て
伝
授

し
、
一
座
を
編
成
し
た
。
大
野
村
・
樋
山
路
村
・
柿
山
村
（
以
上

現
中
津
市
耶
馬
渓
町
）
ま
で
指
導
に
行
き
、
明
治
十
五
年
頃
ま
で

に
は
、そ
れ
ぞ
れ
神
楽
社
を
結
成
し
た
。大
正
十
五
年（
一
九
二
六
）

に
は
、
築
上
郡
友
枝
村
（
現
福
岡
県
上
毛
村
）
に
も
指
導
に
行
っ

た
と
い
う
。
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
小
屋
川
村
（
現
中
津
市
山

国
町
）
の
所
小
野
に
も
指
導
に
行
っ
て
い
る
。
結
成
し
た
神
楽
社

は
十
六
社
に
及
ん
で
い
る
。

　

右
に
見
え
る
、
神
職
古
野
正
種
は
鶴
市
神
社
の
神
主
で
あ
る
。
彼
の

墓
は
永
添
の
松
尾
神
社
に
川
江
賢
三
の
名
前
で
残
っ
て
い
る
と
言
う
。

『
耶
馬
渓
町
誌
』
に
記
す
佐
助
に
神
楽
を
伝
授
し
た
川
江
賢
三
と
同
一

人
物
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　

植
野
神
社
の
初
代
社
長
に
神
楽
を
教
え
た
の
は
古
野
氏
出
身
の
若わ

か

旗は
た

神
社
宮
司
秋
満
豊
で
あ
る
。
ま
た
、
院
内
町
の
日
岳
神
楽
社
を
復
興
さ

せ
た
の
は
豊
の
次
男
の
貢
で
あ
る
。
初
代
社
長
の
河
野
氏
は
院
内
町
の

大
門
神
楽
社
と
本
耶
馬
渓
町
の
東
谷
神
楽
社
に
伝
授
し
て
い
る
。

　

宇
佐
地
方
に
伝
わ
っ
て
い
る
神
楽
の
多
く
は
、
中
津
市
三
光
の
深
秣

神
楽
社
か
ら
伝
習
し
て
い
る
。
こ
の
神
楽
は
明
治
三
十
七
年
に
当
地
の

雷
神
社
の
神
官
佐
藤
亭
治
が
教
え
た
も
の
で
、
習
い
始
め
の
頃
は
「
百

姓
神
楽
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
宇
佐
市
矢
部
の

矢
部
神
楽
、
時
枝
の
時
枝
神
楽
、
中
麻
生
の
麻
生
神
楽
、
昭
和
五
十
二

年
（
一
九
七
七
）
か
ら
途
絶
え
て
い
る
尾
永
井
神
楽
な
ど
へ
伝
わ
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
に
は
時
枝
か

ら
院
内
町
の
北
山
へ
神
楽
を
伝
授
し
て
い
る
。

　

院
内
町
の
十
ヶ
平
神
楽
と
来
鉢
神
楽
は
同
系
統
で
、
旧
郷
社
の
恵
良

神
社
の
神
官
山
田
堅
澄
・
亀
吉
の
神
楽
記
念
碑
に
よ
る
と
明
治
十
二
年

（
一
八
七
九
）
に
前
者
が
結
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
明
治
十
六
年

ご
ろ
、後
者
が
分
離
独
立
し
た
よ
う
で
あ
る
。昭
和
十
二
年（
一
九
三
七
）

に
大
分
郡
の
湯
布
院
町
に
並
若
神
楽
社
が
生
ま
れ
た
が
、
こ
れ
は
十
ヶ

平
神
楽
を
傅
習
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

住
江
神
楽
は
、
宇
佐
神
宮
の
周
辺
の
神
社
の
神
職
た
ち
が
つ
く
っ

て
い
た
宇
佐
神
楽
の
流
れ
と
い
う
。
同
神
楽
社
に
は
、
安
政
五
年

（
一
八
五
八
）
銘
の
神
楽
面
が
一
式
残
っ
て
い
る
。
大
正
四
、五
年
ご
ろ
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民
間
の
神
楽
社
が
生
ま
れ
た
が
、
現
在
は
後
継
者
が
無
く
な
っ
て
中
断

し
て
い
る
。
高
家
神
楽
も
神
官
の
宗
像
氏
か
ら
明
治
三
十
五
年
以
前
に

教
わ
っ
た
と
い
う
。こ
の
二
つ
の
神
楽
社
は
漁
村
の
岩
戸
神
楽
で
あ
る
。

安
心
院
盆
地
に
伝
わ
る
安
心
院
神
楽
は
「
宮
付
神
楽
」
と
呼
ば
れ
、
神

職
か
ら
民
間
に
伝
わ
っ
た
が
、他
所
か
ら
神
楽
を
習
っ
た
伝
承
は
な
い
。

　

別
府
市
亀
川
の
か
ま
ど
神
楽
も
豊
前
系
の
岩
戸
神
楽
で
あ
る
。
明
治

三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
の
「
俚
楽
員
同
盟
契
約
書
」
に
よ
る
と
、
現

在
の
か
ま
ど
神
楽
は
明
治
二
十
年
代
か
ら
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）

ま
で
は
八
幡
竃
門
神
社
付
属
岩
戸
俚
楽
と
称
さ
れ
、
従
来
の
神
楽
を
傅

習
し
た
と
あ
る
が
、
神
楽
社
の
言
い
伝
え
で
は
「
明
治
の
中
頃
中
津
よ

り
傅
習
し
た
岩
戸
神
楽
で
あ
る
」
と
い
う
。
確
か
に
現
在
の
か
ま
ど
神

楽
の
演
目
に
は
、
岩
戸
前
神
楽
十
二
番
と
岩
戸
神
楽
十
番
と
も
に
共
通

の
も
の
が
多
い
。
し
か
し
、
か
ま
ど
神
楽
で
舞
わ
れ
て
い
る
大
蛇
退
治

と
七
五
三
祓
い
は
国
東
系
の
神
楽
と
同
じ
で
あ
る
。
日
出
町
の
辻
間
神

楽
の
影
響
で
あ
ろ
う
。
囃
し
に
つ
い
て
も
、
豊
前
神
楽
は
笛
・
太
鼓
・

鉦
の
み
で
あ
る
が
、
か
ま
ど
神
楽
は
こ
の
他
に
締
め
太
鼓
を
用
い
て
い

る
。
調
子
は
神
楽
の
始
め
と
終
わ
り
に
奏
す
る
タ
ッ
タ
を
始
め
、
神
楽

囃
し
・
祝
詞
・
御
先
・
結
界
・
狂
い
・
シ
ュ
ギ
ョ
ウ
な
ど
は
同
じ
で
あ

る
が
、
か
ま
ど
の
方
が
賑
や
か
で
テ
ン
ポ
が
速
い
と
い
う
。

　

玖
珠
町
の
古
後
神
楽
は
、
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
に
復
活
し
て
十

周
年
を
迎
え
た
。
こ
の
神
楽
社
は
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
に
途
絶

え
て
い
た
が
、
戦
後
一
時
復
活
し
、
同
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
に
再

び
途
絶
え
て
い
た
豊
前
系
の
岩
戸
神
楽
で
あ
る
。
伝
来
の
経
路
は
確
か

で
は
な
い
が
、
佐
知
の
佐
助
に
学
ん
だ
深
耶
馬
溪
神
楽
が
地
理
的
に
は

近
い
。
し
か
し
、
現
在
の
古
後
神
楽
は
大
蛇
退
治
な
ど
豊
前
神
楽
に
見

ら
れ
な
い
趣
向
を
加
え
て
い
る
。
島
根
県
の
石
見
神
楽
を
研
修
し
た
の

だ
と
い
う
。

第
五
項　

お
わ
り
に

　

大
分
県
の
岩
戸
神
楽
は
出
雲
流
に
属
し
て
い
る
が
、
伝
来
の
時
期
・

経
路
は
不
明
で
拠
る
べ
き
史
料
を
知
ら
な
い
。
出
雲
流
神
楽
の
ル
ー
ツ

は
、
島
根
県
の
佐さ

陀だ

神
社
に
伝
わ
る
神
能
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

江
戸
時
代
初
め
に
京
都
で
能
楽
を
習
っ
た
神
官
が
、
佐
陀
神
社
「
七
座

の
舞
い
」
に
能
の
方
式
を
取
り
入
れ
て
創
作
し
た
採
り
物
神
楽
に
、
記

紀
の
神
話
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
面
を
つ
け
て
舞
う
神
楽
で
あ
る
。
現
在

も
「
八
重
垣
」（
大
蛇
退
治
）「
岩
戸
」
な
ど
九
曲
の
神
能
が
奉
納
さ
れ

て
い
る
由
で
あ
る
。
こ
の
神
楽
が
出
雲
石
見
あ
る
い
は
備
中
・
周
防
・

長
門
の
諸
国
に
伝
え
ら
れ
る
過
程
で
潤
色
さ
れ
、
娯
楽
性
を
加
味
し
た

岩
戸
神
楽
に
変
化
し
、各
地
に
特
色
の
あ
る
岩
戸
神
楽
を
残
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
い
ず
れ
か
の
神
楽
が
海
を
渡
っ
て
、
豊
前
と
豊
後
の
岩
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戸
神
楽
の
成
立
に
寄
与
し
た
と
い
う
伝
承
、
あ
る
い
は
史
料
を
見
聞
し

た
事
が
な
い
。
筆
者
の
浅
学
の
故
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
し
て
も
、
佐

陀
神
能
の
成
立
は
江
戸
初
期
で
あ
る
か
ら
、
豊
前
神
楽
も
豊
後
の
岩
戸

神
楽
も
神
職
に
よ
る
神
楽
講
の
結
成
は
、
そ
れ
以
後
で
あ
る
。
県
内
で

唯
一
の
高
千
穂
系
神
楽
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
玖
珠
神
楽
は
安
永
四
年

（
一
七
七
五
）
か
ら
、
臼
杵
藩
の
三
輪
流
（
宮
流
）
神
楽
も
安
永
八
年

か
ら
、
神
職
の
神
楽
組
に
よ
る
湯
立
神
楽
が
始
ま
っ
て
い
る
。
御
嶽
神

楽
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
が
、
同
神
楽
の
中
興
の
祖
と
言
わ

れ
る
神
主
加
藤
長
古
も
明
和
・
安
永
の
時
代
の
人
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
明
治
以
降
絶
え
て
し
ま
っ
た
が
、
別
府
市
に
も
七
社
の

神
主
た
ち
に
よ
る
神
楽
講
が
存
続
し
て
い
た
。
こ
れ
は
岩
戸
神
楽
を
含

ま
な
い
「
神
請
御
神
楽
」
で
並
神
楽
と
湯
立
神
楽
か
ら
成
っ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
八
幡
朝
見
神
社
の
「
御
神
楽
講
記
」
の
冒
頭
に

　

寛
政
十
二
庚
申
十
一
月
十
二
日　

於
朝
見
八
幡
宮
祭
礼
の
節
ニ

神
楽
講
相
談
仕
相
窮
申
候

　
　

享
和
元　

辛
酉
年
正
月
二
十
六
日　
　
　

神　
　

淡
路
正

初
座
相
勤
申
候
並
神
楽
要
文
相
決
候

　

右
に
よ
る
と
、
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
に
初
め
て
神
楽
講
が
催
さ

れ
、
神
楽
の
要
文
を
決
め
て
い
る
。
同
文
書
は
続
け
て
、
同
二
年
の
正

月
二
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
神
楽
講
の
席
に
於
い
て
「
天
満
宮
九
〇
〇

年
ニ
付
き
二
月
中
旬
神
請
御
神
楽
修
行
之
節
要
文
相
窮
候
」
と
記
し
て

あ
る
。
神
請
御
神
楽
は
神
々
を
勧
請
す
る
神
楽
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
決

め
た
「
要
文
」
の
手
本
に
な
っ
た
の
は
「
唯
一
神
道
立
行
事
」
と
表
記

し
た
冊
子
（
朝
見
神
社
所
蔵
）
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
筆
写
本
に
は
湯
立

神
楽
の
次
第
が
詳
し
く
記
さ
れ
、
文
中
の
随
所
に
「
要
文
」
が
示
さ
れ

て
い
る
。
要
文
と
は
神
楽
歌
・
掛
問
詞
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
の
で
、
別

府
地
域
の
神
官
に
よ
る
神
楽
舞
が
成
立
し
た
事
を
物
語
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
こ
で
は
岩
戸
神
楽
を
受
容
し
な
か
っ
た
の
で
、
明
治
以
降
民

間
に
伝
わ
ら
ず
断
絶
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
先
述
の
か
ま
ど
神
楽

社
が
登
場
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
十
二
番
か
ら
成
る
採
り
物
神
楽
の
佐
伯
神
楽
は
、
大
和
の
三

輪
神
楽
の
流
れ
を
継
い
で
い
る
と
い
う
説
が
あ
る
が
確
証
は
な
い
。
能

楽
の
「
三
輪
」
に
白
式
神
楽
の
舞
い
が
あ
る
が
、
佐
伯
神
楽
に
影
響
を

与
え
て
い
る
か
否
か
。
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
堅
田
郷
八
幡
宮
宮
司

の
疋
田
泉
氏
が
神
楽
の
復
興
に
尽
力
し
た
の
で
有
名
に
な
っ
た
と
い

う
。

　

神
楽
は
民
俗
芸
能
の
一
種
で
あ
る
が
、
演
技
者
が
次
々
に
交
代
す
る

こ
と
は
少
な
い
。
古
典
芸
能
の
担
い
手
と
比
較
は
出
来
な
い
が
、
青
年
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期
に
習
い
始
め
一
人
前
の
神
楽
師
に
な
れ
ば
、
生
涯
舞
い
続
け
る
。
技

能
の
継
承
が
重
視
さ
れ
る
の
で
、
系
統
・
流
派
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。

一
方
で
は
、
他
の
芸
能
・
流
派
と
交
流
し
て
芸
態
を
変
え
る
こ
と
も
あ

る
。
神
楽
も
例
外
で
は
な
い
。

　

終
わ
り
に
、
従
来
の
県
内
神
楽
の
系
統
・
分
類
に
つ
い
て
は
、
上
述

の
と
お
り
で
あ
る
が
、そ
の
全
体
像
を
把
握
さ
せ
る
た
め
に
、「
系
統
図
」

の
作
成
を
提
案
し
た
い
。

〔
追
記
〕
本
稿
は
、
豊
後
大
野
市
教
育
委
員
会
と
御
嶽
神
楽
調
査
研
究

委
員
会
が
、
平
成
十
八
年
に
刊
行
し
た
『
御
嶽
神
楽
』（
大
分

県
豊
後
大
野
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
１
集
）
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

　
　
　
　

こ
れ
は
旧
清
川
村
に
伝
承
し
た
『
御
嶽
神
楽
』
を
国
指
定
無

形
民
俗
文
化
財
に
昇
格
さ
せ
る
た
め
の
資
料
と
も
な
っ
て
い

た
。
筆
者
の
独
断
で
加
筆
し
、
本
誌
に
転
載
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
し
た
の
で
、
関
係
各
位
・
皆
様
に
ご
了
承
を
お
願
い
す

る
次
第
で
あ
る
。


